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□項目１ 北部斎場時間帯別火葬件数実績 

 
 

 

□項目 10 北部斎場利用料金収入実績件数 

 

 

 

□項目 12・69 ルート回収 

収集費用等 

 

 

処分費用 

 

時間帯別火葬件数実績（死胎児・人体の一部含む）

時間帯

区分 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外

R4年度 1,925 64 2,006 18 1,879 3 1,874 7 2,076 3 1,881 12 864 17 12,629

R5年度 1,697 173 2,006 42 1,895 14 1,907 5 2,147 13 1,937 31 991 20 12,878

R6年度 1,793 74 1,982 20 1,905 8 1,901 4 2,129 7 1,882 10 764 4 12,483

15:00
合計

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00

北部斎場　利用料金収入実績件数

市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外
件数 12,304 81 31 0 158 37 18 0 8,921 45 822 0 1,184 2 0 0 591 24,194

金額 147,648,000 4,050,000 248,000 0 379,200 370,000 43,200 0 44,605,000 337,500 2,055,000 0 94,720,000 240,000 0 0 177,300 294,873,200

件数 12,395 190 20 2 152 99 17 3 8,981 116 814 1 1,166 3 1 0 588 24,548

金額 148,740,000 9,500,000 160,000 68,000 364,800 990,000 40,800 30,000 44,905,000 870,000 2,035,000 3,750 93,280,000 360,000 220,000 0 176,400 301,743,750

件数 12,208 85 21 0 129 27 12 1 8,715 46 909 1 1,266 1 0 0 623 24,044

金額 146,496,000 4,250,000 168,000 0 309,600 270,000 28,800 10,000 43,575,000 345,000 2,272,500 3,750 101,280,000 120,000 0 0 186,900 299,315,550

計

R4

R5

R6

証明書等発行
（手数料）

人体の一部死胎児10歳未満10歳以上 休憩室（40人） 休憩室（20人） 葬祭ホール 葬祭ホール（大）

産廃ルート
収集費用等

伝票配送
計量票・マニフェスト

印刷費用
令和４年度 金額（円） 26,982 276 1,362
令和５年度 金額（円） 28,922 264 1,360
令和６年度 金額（円） 36,242 0 0

燃やすごみルート
収集費用等

82,686
89,716
105,961

燃やすごみ 古紙 廃プラスチック類 金属くず
ガラスコンクリート・

陶磁器くず
ゴムくず

令和４～６年度 回収頻度 週１回
排出量（㎏） 2,455.0 832.5 379.0 90.9 26.4 0.0
金額（円） 31,915 18,349 26,334 501 1,452 0

排出量（㎏） 2,368.0 719.1 398.4 115.4 33.0 0.0
金額（円） 30,784 13,383 29,754 636 2,179 0

排出量（㎏） 2,312.8 703.0 317.9 113.6 42.0 0.0
金額（円） 30,067 15,783 24,188 627 3,004 0

令和４年度

令和５年度

令和６年度

月１回



□項目 16・17（北部斎場の過去 5年分の燃料費・光熱水費の実績）         単位：円 

 

 

 

□項目 20  東部斎場の想定と火葬炉メーカーが想定している内容 

質問 回答 

(１) １基あたりの１日の最大連続火葬件数 

(２) 最大連続稼働日数 

・東部斎場の火葬炉は、以下の性能で発注して

います。 

・最大火葬回数：６回/炉・日 

(ただし、最大火葬回数は非常時や緊急時な

ど、一時的な最大火葬回数。) 

・計画火葬回数：平均 900 回/炉・年 

(３) １件あたりの使用燃料の目安 ・都市ガス 45.4ｍ3（理論上の使用量目安) 

(４) 点火から消火までの火葬時間 ・主燃焼炉バーナー点火後、50 分程度を想定 

しています。 

(５) 消火から収骨可能までの冷却時間 ・10 分程度を想定しています。 

(６) メンテナンス等を考慮した年間の 

稼働日数 

・市の既存斎場の開場日数と同等程度を想定して 

います。 

(７) 今後５年間の改修工事等の計画 ・火葬炉の改修工事や修繕の一例は、火

葬炉内の各種耐火物、 

バーナーコンバスター、 

ファンブロワのＶベルトやフィルター、 

バグフィルターや残灰集塵機等の濾布や 

ケーシング、設備機器類のパッキン、 

R6 R5 R4 R3 R2
決算 決算 決算 決算 決算

10節　需用費
4,224 383,774 42,381 66,131 40,971

電気料金 73,689,076 69,740,519 80,387,979 45,345,202 41,778,711
都市ガス使用料 100,045,350 93,034,314 120,810,271 75,106,114 55,549,326
上下水道使用料 3,779,335 3,965,003 3,095,730 3,416,178 3,486,435

(2) 燃料費
(5)光熱水費



コンプレッサーのオイル、 

棺台車やメンテナンス台車のバッテリー等の 

修繕、交換、更新です。 

(８) 今後５年間の火葬炉修繕にかかる費

用の予測 

・火葬業務については、東部と炉数が同じである

北部斎場を基に算出しました。 

参考として、北部斎場の令和７年度の火葬炉設備 

保守点検費用は 7,419,608 円です。 

(９) 保証期間等がある場合にはその詳細 ・東部斎場の火葬炉築造工事契約における 

契約不適合責任期間は２年間です。 

 

 

□項目 22、23、24、26、81 職員配置 

職員数 

 

 

開場日１日あたりの配置職員数 

 

 

現金を取り扱う職員数 

・受付業務：３人 

・売店業務：目的外使用のため職員数からは除く 

 

業務ごとの人員数（いずれも交代制） 

・火葬業務、炉室業務、炉前ホール業務、施設管理業務をまとめて火葬業務として委託（14名） 

・受付業務は市職員５名（内会計年度１名） 

・その他として、湯茶（26名）・警備（２名）・葬祭ホール受付（４名） 

 

 

５名（内会計年度１名）
火葬業務 14名
湯茶業務 26名

目的外使用許可 売店業務 ５名

委託職員

事務職員

３名
火葬業務 13名
湯茶業務 16名

目的外使用許可 売店業務 ４名

事務職員

委託職員



□項目 60（北部斎場の令和 6 年度及び 7 年度の水光熱使用料金及び使用量） 

 

北部斎場　水光熱使用料金及び使用量　

活動量 使用料金
電気

昼間電力（８～22時） kWh 2,166,829 73,689,076
夜間電力（22～８時） kWh 406,435 0

ガス
東京ガス（都市ガス） ㎥ 976,076 100,370,724

水道
水の使用量 ㎥ 5,639 4,012,511

※令和７年度については令和７年４月～令和７年12月までの集計結果となります。

活動量 使用料金
電気

昼間電力（８～22時） kWh 1,667,271 55,540,955
夜間電力（22～８時） kWh 242,226 0

ガス
東京ガス（都市ガス） ㎥ 752,161 70,062,885

水道
水の使用量 ㎥ 3,997 3,021,886

年/合計

年/合計

令和７年度 単位

令和６年度 単位


